
全国学力・学習状況調査の結果に基づく指導方法等の改善計画 

          広島市立亀崎中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国

語 

主な課題 要 因 

①「わかっている」と浅く扱った内容の定着が低い。 

 

②大人なら常識と思われることが定着していない。 

 

○授業での確認不足。 

 

○実生活で自分に関わらない事への興味・関心が低

いのではないか。 

＜課題解決に向けた国語科における具体的実践＞ 

①既習事項についてもその都度確認をしていく。 

 

②指導事項のポイントのみならず、一般常識についても定着を図る授業のを工夫する。 

 

 

数 

学 

主な課題 要 因 

①「図形」領域の平均正答率が低い。 

 

②記述問題に対する正答率の向上 

 

○授業における視覚的支援の不足 

 

○授業のおける表現(説明)する場面やテストにおけ

る記述形式問題の不足 

 

＜課題解決に向けた数学科における具体的実践＞ 

①図形領域では、単に立体模型を見せるだけでなく、生徒が操作しながら調べたり考えることが出来るよう

な、工夫した指導を実践する。 

②授業において自分の考えを発表したり、自分の解き方を説明する場面を多く設定する。またテストにおい

て、記述式の問題をより多く出題する。 

 

理

科 

主な課題 要 因 

①基本的な内容の平均正答率が低い。 

 

②短答式、記述式の平均正答率が低い。 

○宿題プリントによる家庭学習の定着の不足。 

 

○授業における記述形式問題の演習不足。 

 

＜課題解決に向けた理科における具体的実践＞ 

①授業やまとめプリント等により、基本的な内容の定着を図る。 

②テストやプリントにおいて、記述形式問題の出題を多くする。 

 

 

 

（〔Ａ：主として知識〕 〔Ｂ：主として活用〕）     

   

 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 理科 

学 校（％） ７３．１ ６９．０ ６７．６ ５２．９ ４４．７ 

広島県（％） ７５．３ ６３．６ ６２．４ ４９．８ ５０．２ 

全 国（％） ７５．１ ６３．３ ６２．１ ４９．３ ５１．０ 

 

全国学力・学習状況調査 正答率 

①特別支援教育の視点にたった授業研究を推進する。 

②ラミネートを用いて、「授業の目標」や「授業の流れ」を明示する。 

③尐人数指導・グループ学習を取り入れ、「教え合う 分かりやすい授業」を創造する。 

④小中一貫して「板書指導の充実」を図る。 

 

学力向上へ向けた全校的な取組（課題解決に向けた具体的実践） 

参考資料３ 


